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富
岡
鉄
斎
と
高
島
の
つ
な
が
り

富
岡 
鉄
斎　
没
後
１
０
０
年

　

近
代
日
本
を
代
表
す
る
文
人
画
家

で
あ
る
富と
み

岡お
か 

鉄て
っ

斎さ
い

は
、
天
保
７
年

（
１
８
３
６
）京
都
三
条
室
町
衣
棚
町
の

商
家
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

鉄
斎
は
幼
い
頃
、
病
で
耳
が
不
自
由
に

な
り
、
商
い
の
道
に
進
む
こ
と
は
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
学
問
が
好
き

だ
っ
た
の
で
、
商
人
道
徳
を
説
い
た
石

門
心
学
を
中
心
に
勉
学
に
励
み
ま
し
た
。

ま
た
独
学
で
多
様
な
絵
画
技
法
を
身
に

つ
け
、
多
く
の
絵
画
作
品
を
生
み
出
し

ま
し
た
が
、
画
家
と
呼
ば
れ
る
こ
と
を

嫌
い
、
儒
学
や
国
学
、
仏
教
な
ど
も
広

く
学
び
、
儒
学
者
と

し
て
の
立
場
を
貫
き

ま
し
た
。
大
正
13
年

（
１
９
２
４
）12
月
に
、

数
え
年
89
歳
で
亡
く

な
る
ま
で
、
鉄
斎
は

生
涯
の
大
半
を
京
都

で
過
ご
し
ま
し
た
が
、

幾
度
と
な
く
高
島
の

地
を
訪
れ
た
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。

高
島
で
の
交
流

　
鉄
斎
は
30
歳
前
後
か
ら
、
交
流
の
あ

る
知
人
が
住
む
新
旭
町
太
田
を
複
数
回

訪
れ
て
い
ま
す
。

　
明
治
28
年（
１
８
９
５
）に
大
田
神
社

（
新
旭
町
太
田
）の
氏
子
か
ら
依
頼
さ
れ
、

鉄
斎
が
書
い
た
社
名
を
刻
ん
だ
標
石
や
、

明
治
32
年（
１
８
９
９
）に
建
て
ら
れ
た

大
荒
比
古
神
社（
新
旭
町
安
井
川
）の
紀

念
碑
な
ど
、
現
在
も
市
内
各
所
に
鉄
斎

ゆ
か
り
の
史
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

陽
明
学
と
の
出
会
い

　
鉄
斎
は
学
ん
だ
学
問
の
中
で
も
、
幕

末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
活
躍
し
た

儒
学
者
で
あ
る
春か
す
が日 

潜せ
ん

庵あ
ん（

１
８
１
１

~

１
８
７
８
）に
教
わ
っ
た
陽
明
学
に

大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
実

践
の
教
え
を
日
本
の
陽
明
学
と
し
て
広

め
た
中
江 

藤
樹
を
尊
敬
し
て
い
ま
し

た
。こ
の
た
め
、明
治
17
年（
１
８
８
４
）

８
月
と
明
治
30
年（
１
８
９
７
）９
月
25

日
の
藤
樹
先
生
２
５
０
年
祭
に
は
藤
樹

書
院
に
書
を
納
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

大
正
13
年（
１
９
２
４
）５
月
、
藤
樹
神

社
社
掌
の
小お

川が
わ 

喜き

代よ

蔵ぞ
う

か
ら
の
依
頼

に
よ
っ
て
、「
清
渓
洗
心
図
」を
藤
樹
神

社
に
納
め
て
お
り
、こ
の
作
品
の
賛（
絵

画
作
品
の
上
部
に
書
き
込
ま
れ
る
詩

文
）に
は
、
王
陽
明
の
言
葉
が
引
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
鉄
斎
の
多
く
の
作
品
に
は
、
絵
と
と

も
に
賛
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
鉄
斎
は

日
頃
か
ら
、「
私
の
描
い
た
も
の
を
見
る

な
ら
、
ま
ず
賛
を
見
よ
。」と
語
り
、
作

品
に
込
め
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
そ

う
と
し
た
よ
う
で
す
。

 

文
化
財
課

　

 （
２
５
）８
５
５
９

10月は秋ということで、お
いしい食べ物、文化・芸術な
どいろいろなことが盛りだく

さんな時期ですが、皆さんは何の秋を
満喫していますか？私は、スポーツの
秋ということで、９月に引き続いて、
11月に行われる国スポリハーサル大
会を観戦しようと思います。身近なと
ころでそれぞれの競技のトップクラス
の選手たちの活躍を見ることができる
貴重な機会なので、皆さんもぜひお越
しください！ （K）
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